
気象庁の発表する防災気象情報の例 

参考資料１ 



気象庁の発表する主な防災気象情報 

情報の種類 情報の役割 

 気象警報 重大な災害の起るおそれのある旨を警告して行う予報。 

 気象注意報 災害が起こるおそれがある場合に、その旨を注意して行う予報。 

 気象情報 
気象等の予報に関係のある台風その他の異常気象等についての情報を発表するもの。 
警報や注意報に先立つ注意の喚起や内容の補完などの役割を持つ。 

記録的短時間 
大雨情報 

数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測・解析したときに発表する情報。 

台風情報 
台風が発生した場合及び日本への影響が大きくなった場合において、台風の状況の周知と防災対策
の必要性を喚起するために発表する情報。 

土砂災害 
警戒情報 

大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時、市町村長が避難勧告等を発令する際の判断や住民
の自主避難の参考となるよう、都道府県と気象庁が共同で発表する情報。 

 指定河川洪水予報 
河川の増水やはん濫などに対する水防活動のため、国土交通省または都道府県の機関と共同して、 
あらかじめ指定した河川について、区間を決めて水位または流量を示した予報。 

 竜巻注意情報 積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバースト等による激しい突風に対して注意を呼びかける情報。 

上記の他に，以下のような情報もある。 
 メッシュ形式の情報：土砂災害警戒判定メッシュ，雷ナウキャスト，竜巻発生確度ナウキャスト等、メッシュ形式

の情報で、当該現象もしくは災害の危険度や発生確度を示す情報。分布図の情報として防災情報提供システム等で
提供するほか、格子点値は 一般財団法人 気象業務支援センターを通じて民間気象事業者等にも提供している。 

 高温注意情報：気温の予測情報と合わせ、熱中症への注意を呼びかける情報 
 天候情報、異常天候早期警戒情報など、平年からの隔たりの大きな天候が見込まれる時に発表する情報 
 飛行場警報、海上警報など航空機・船舶向けの情報 
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気象警報・注意報（１） 
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・注意警戒が必要な事
項 

・発表中の警報・注意
報の種別。 
・大雨警報には、特に
警戒すべき事項を括弧
で記述 

・土砂災害や浸水に関
する注意警戒。 
・警報発表の可能性を
記述。 

・現象毎に、注意警戒
期間、ピーク時間、予
想最大値を記述。 

・災害に結び付くおそ
れのある現象を記述。 

市町村ごとの記述 



気象警報・注意報（２） 
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平成ＸＸ年０８月２８日２１時３０分 水戸地方気象台発表 
（（茨城県では、２８日夜遅くまで浸水、土砂災害、河川の増水に警戒して 
ください。）） 
 
お知らせ この電文はサンプルです。 
 
北部」  大雨（土砂災害）警報」  雷，洪水注意報」 
鹿行地域」  雷注意報」 
県南地域」  大雨（土砂災害、浸水害），洪水警報」  雷注意報」 
県西地域」  大雨（土砂災害、浸水害），洪水警報」  雷注意報」 
 
＊＊＊ 
 
大雨警報（土砂災害、浸水害）  北部 県南地域 県西地域  
洪水警報  県南地域 県西地域  
雷注意報  茨城県  
洪水注意報  北部 

都道府県内の一覧表 都道府県内をまとめた記述 



気象情報（１） 
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大雨と洪水に関する新潟県気象情報 第２１号 
平成２３年７月２９日２３時３７分 新潟地方気象台発表 
 
（見出し） 
新潟県では平成１６年の新潟・福島豪雨に匹敵する大雨となっています。３０日朝まで非常に激しい雨となり、３０日明け方ま
では局地的に猛烈な雨の降る所があるでしょう。土砂災害や洪水の危険性が非常に高まっていますので、最大限の警戒をして下
さい。 
 
（本文） 
［要因］ 
 前線が、日本海から北陸地方を通って関東の東にのびています。前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んで大気の状態が
不安定となっており、前線の活動が活発になっています。３０日朝までは前線の活動が活発な状態が続くでしょう。 
 
［雨の予想］ 
 新潟県内では、中下越地方を中心に、３０日朝まで雷を伴い１時間に６０ミリの非常に激しい雨となり、３０日明け方までは
局地的に１時間に８０ミリの猛烈な雨の降る所があるでしょう。 
 ３１日００時までに予想される２４時間降水量は多い所で 
 下越 １８０ミリ、中越 １８０ミリ、上越 １２０ミリ、佐渡 ８０ミリの見込みです。 
 
［雨の実況］ 
 主な地点の降り始め（２７日１２時）から２９日２３時までの総降水量（アメダス速報値）は、 
 加茂市宮寄上  ３９９．５ミリ 
 十日町     ３７４．５ミリ ※ 
 南魚沼市塩沢  ３６８．０ミリ 
 阿賀町津川   ３２６．０ミリ 
 魚沼市入広瀬  ３０３．０ミリ 
 阿賀町室谷   ２９１．０ミリ 
 三条      ２７６．０ミリ 
 新発田市赤谷  ２５０．０ミリ 
 五泉市村松   ２４２．０ミリ 
 魚沼市大湯   ２３９．０ミリ 
 となっています。（※十日町は通信回線の障害のため２１時２０分までの値です） 
 
［防災事項］ 
 新潟県では２７日から大雨が続いており、降り始めからの降水量が４００ミリ近くに達している所があります。平成１６年の
新潟・福島豪雨（７．１３水害）に匹敵する大雨となっており、土砂災害や洪水の危険性が非常に高まっています。土砂災害、
河川の増水やはん濫、低地の浸水に最大限の警戒をして下さい。また、落雷や突風にも注意して下さい。 
 上越市、十日町地域では３月１２日の地震により地盤の緩んでいる所がありますので、土砂災害により一層警戒して下さい。 
 
［特記事項］ 
 今後、気象台の発表する注意報・警報・気象情報に留意して下さい。 
  
［情報の発表予定］ 
 次の「大雨と洪水に関する新潟県気象情報」は、３０日５時頃に発表する予定です。 

標題、発表時刻、
発表官署 

見出し文 

気象要因 

今後の予想 

現在までの実況 

防災事項 

情報発表予定 



熊本県記録的短時間大雨情報 第４号 
平成２４年７月１２日０４時２３分 熊本地方気象台発表 
 
 ４時熊本県で記録的短時間大雨 
 菊池市付近で約１１０ミリ 
 阿蘇市付近で約１１０ミリ 
 合志市付近で約１１０ミリ 

気象情報（２）、記録的短時間大雨情報 
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記録的短時間大雨情報 

観測・解析
内容 

気象情報（図形式） 標題 
発表時刻 
発表官署 

見出し文 

図による 
注意警戒の 
呼びかけ 

官署 区域 基準 官署 区域 基準 
稚内 宗谷地方  ８０ 津 三重県 １２０ 
旭川 上川・留萌地方  ９０ 彦根 滋賀県  ９０ 

網走 
網走・北見・紋
別地方 

 ９０ 京都 京都府  ９０ 

釧路 釧路・根室地方  ８０ 大阪 大阪府 １００ 
帯広 十勝地方  ９０ 

神戸 
兵庫県南部 １１０ 

室蘭 胆振・日高地方 １００ 兵庫県北部 １００ 

札幌 
石狩・空知地方 １００ 奈良 奈良県 １００ 
後志地方  ８０ 和歌山 和歌山県 １１０ 

函館 渡島・檜山地方 １００ 鳥取 鳥取県  ９０ 
青森 青森県  ９０ 松江 島根県 １００ 
盛岡 岩手県 １００ 

岡山 
岡山県北部 １００ 

仙台 宮城県 １００ 岡山県南部  ９０ 
秋田 秋田県 １００ 広島 広島県 １１０ 
山形 山形県 １００ 

徳島 
徳島県北部 １１０ 

福島 福島県 １００ 徳島県南部 １２０ 
水戸 茨城県 １００ 高松 香川県  ９０ 
宇都宮 栃木県 １１０ 松山 愛媛県 １００ 
前橋 群馬県 １００ 高知 高知県 １２０ 
熊谷 埼玉県 １００ 下関 山口県 １００ 
銚子 千葉県 １００ 福岡 福岡県 １１０ 

本庁 
東京地方，伊豆
諸島 

１００ 佐賀 佐賀県 １１０ 

小笠原諸島  ８０ 長崎 長崎県 １１０ 
横浜 神奈川県 １００ 熊本 熊本県 １１０ 

新潟 
新潟県下越・中
越・上越 

１００ 大分 大分県 １１０ 

新潟県佐渡  ８０ 宮崎 宮崎県 １２０ 

富山 富山県 １００ 鹿児島 
鹿児島県（奄美
地方除く） 

１２０ 

金沢 石川県 １００ 名瀬 
鹿児島県（奄美
地方） 

１２０ 

福井 福井県  ８０ 沖縄 沖縄本島地方 １１０ 

甲府 山梨県 １００ 
南 大 東
島 

大東島地方 １００ 

長野 長野県 １００ 宮古島 宮古島地方 １２０ 
岐阜 岐阜県 １００ 

石垣島 
石垣島地方 １２０ 

静岡 静岡県 １１０ 与那国島地方 １００ 
名古屋 愛知県 １００ 

記録的短時間大雨情報発表基準一覧 
（平成24年5月29日現在） 

標題 
発表時刻 
発表官署 



台風に関する情報 

3日先までの進路予報 台風に関する気象情報（総合情報） 

平成２４年 台風第１７号に関する情報 第７８号 
平成２４年９月３０日１６時４１分 気象庁予報部発表 
 
（見出し） 
強い台風第１７号は、３０日夕方から夜のはじめ頃にかけて東海地方の太平 
洋岸に上陸し、３０日夜には関東甲信地方を通過して、１０月１日未明には 
東北地方に達する見込みです。台風の北上に伴い、暴風や大雨の範囲は東日 
本や北日本にも広がり、海上では猛烈にしける所があるでしょう。暴風や高 
波、大雨、高潮に厳重に警戒してください。 
 
（本文） 
 
・・・・ 

暴風域に入る確率 
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５日先までの予想位置 

http://www.jma.go.jp/jp/typh/typh5.html


■情報番号 
一連の降雨を対象とした
最初の発表を第１号とし、
発表対象地域全域の警戒
を解除する情報まで連続
番号を用います。 

■発表年月日時分 
■発表者名 

■警戒対象地域 
あらかじめ決められた警
戒基準を超えると予想さ
れる市町村を明記します。
また、新たに警戒対象と
なった市町村名の後ろに
＊印を付加します。 

■警戒解除地域 
あらかじめ決められた解
除基準を満たした市町村
を明記します。 

■警戒文 
気象の概況を記述する
とともに、情報を受け
とった住民等のとるべ
き措置を明記します。 

■タイトル 

■補足する図 
警戒対象地域、警戒解除
地域を示します。 

■問い合わせ先 

土砂災害警戒情報 

7 



指定河川洪水予報 
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○○川はん濫警戒情報 
 
    ○○川洪水予報 第2号 
    洪水警報（発表） 
    平成19年8月26日10時30分 
    △△河川事務所・□□地方気象台 共同発表 
 
○○川では 今後はん濫危険水位に達する見込み 
 
主文 
 ○○川の△△水位観測所（□□市）では、はん濫危険水位（レベル４）に 
 達する見込みです。市町村からの避難情報に留意して下さい。 
 
降雨と水位の現況 
 台風第10号の通過による大雨により、 
 25日15時から26日10時までの○○川流域の流域平均雨量は200ミリ 
 に達しました。 
 ○○川の水位は、26日10時現在、次のとおりです。 
 △△水位観測所（□□市）で 4.60 m 
 （水位危険度レベル２）（上昇中） 
 
降雨と水位の予想 
 この雨は、今後一層強まるでしょう。 
 26日10時から26日13時までの○○川流域の流域平均雨量は90ミリ 
 の見込みです。 
 ○○川の水位は、26日13時頃には、次のとおりと見込まれます。 
 △△水位観測所（□□市）で 6.80 m 
 （水位危険度レベル４） 

標題 

発表時刻、発表官
署 

情報の種類 

見出し文 



竜巻など激しい突風の発生する危険な気象状況である
場合に発表。 

埼玉県竜巻注意情報 第１号 
平成２０年５月２１日１５時２９分 熊谷地方気象台発表 
  
埼玉県では、竜巻発生のおそれがあります。 
 
竜巻は積乱雲に伴って発生します。雷や風が急変するなど積乱雲が近づく兆しがある
場合には、頑丈な建物内に移動するなど、安全確保に努めてください。 
 
この情報は、２１日１６時３０分まで有効です。 

竜巻注意情報 

 発達した積乱雲に伴う激しい現象を10分ごと（降水は5分毎）に解析、60分先まで予測 

竜巻発生確度ナウキャスト 雷ナウキャスト 降水ナウキャスト 

４ 

３ 

２ 

１ 

雷の激しさ 
（活動度） 

降水量 

1kmメッシュ 

雷可能性あり 雷あり 

やや激しい雷 激しい雷 

5～10％の確率で発生 

1～5％の確率で発生 

1kmメッシュ 10kmメッシュ 

竜巻注意情報、ナウキャスト 

発生確度２ 

発生確度１ 

竜巻の発生するおそれのあるとき
は「府県気象情報」と「雷注意
報」でもその旨を記述している。 
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